
議会報告会報告書 

開催日時 令和５年５月２７日（土）午後６時０分 終了：午後７時５０分 

開催場所 美川文化会館アクア 

対象団体 美川支所区長会連絡会 

参加人数 ２４人 

班 構 成 Ａ班 
山本佳裕、原 卓二、池元 勝、大屋潤一、石地宜一 

岡本克行、西川寿夫 

役割分担 

挨拶：大屋潤一、司会：原 卓二 

報告：令和５年度当初予算／池元 勝、総務企画／山本佳裕、 

   文教福祉／岡本克行、産業建設／石地宜一 

第２部 意見交換会 

（意見１） 

 サーモンフィッシングに全国から２千人ほど訪れており、重要な観光資源として、フグ

の糠漬けと美川で獲れたサケを売り出していきたいと思う。石川県水産総合センター生産

部美川事業所でサケを実際に見られるように要望しており、加賀海浜産業道路ができた際

は、アクセス道路があればよい。 

（答 弁） 

 加賀海浜産業道路ができるときは、アクセスしやすい道路がないといけない。サケを実

際に見られるグラスボートのようなものを考えていっても面白いと思う。 

 

（意見２－１） 

 車両基地のビジターセンターは鉄道に興味がある方や子供に人気が出ると思う。全国か

ら訪れた人を美川地域にうまく呼び込んでほしい。 

（意見２－２） 

 観光資源が点になっていて、線になっていない。車両基地と美川地域との観光ルートを

作ることや、白山比咩神社とのタイアップも必要ではないか。 

（答 弁） 

 旅行会社とタイアップして、フグを加工する工場を見せたり、サケ釣りができるように

したりして、県外やインバウンドで来た人をうまく回せるようにする必要がある。 

 

(意見３) 

 ジオパークといえば手取川扇状地で、圃場整備などによって、埋没林や流れが変わる前

の手取川の石がたくさん出てくると思う。美川にも手取川を流れてきた安産石というもの

があり、そういったものを発信して学校の学習や旅行に結び付けてはどうか。 

（答 弁） 

 手取川の流れが変化してきたことによって、島集落が形成された。そういったことを物

語にして発信していけば面白い取組ができると思う。 

 

 

 



（意見４） 

町内 30軒に高齢者が 70名おり、60代以上が大半を占めている。さらに高齢者のみの世

帯が 20軒ある。避難所運営マニュアルを頂いているが、90歳近い一人暮らしの家もあ

り、避難場所につれていくことも困難だ。町内を預かる身として、実際避難させるとする

にはどうしたらいいか指導していただければと思う。 

（答 弁） 

名簿情報は公開できない部分もあるので、町内のオリジナルのものをつくるしかない。

高齢者の救助は隣同士で助け合うしかないのかなと思う。 

 

第２部Ｂ班 

（意見１―１） 

 ８月４日の水害で、神幸町から公民館ではなく美川スポーツセンターに自主避難した際、

なぜ来たのかと言われた。災害の際は、市の施設には職員を配置して対応すべきではない

か。 

（意見１―２） 

 ８月４日の水害で、西米光町内で浸水しそうだったところがある。そういったところを

もう一度調査して、内水氾濫に関するハザードマップを作成し、今後に生かしてはどうか。

生産組合の関係で、用水の堰を取ってはだめだということも出てくるので、具体的に検証

してほしい。 

（答弁） 

昨年８月４日のような水害の場合は、少しでも高いところに逃げてほしい。市も体制を

見直しているところだ。 

 

（意見２） 

 子供の権利に関する行動計画について、10歳（小学校 4年生）ぐらいが低学年から人格

的に切り替わる時期で非常に大切であるので、その年代の子供の声をもっとひろっていく

手立てを研究していくべきでは。 

（答弁） 

 行動計画ができたところなので、子供の意見を聞いてイベントや企画を各課がこれから

考えていくところだ。 

 

（意見３） 

歩行が困難な理由等でめぐーるに乗れない人がいるので、タクシー代の補助金を出すこ

となどを検討しては。 

 

（意見４） 

 通学路について、交通規制を厳しくしてほしい。美川図書館付近の幹線道路はスピード

を出す車がいて危険なので、学校付近にはスクールゾーンを設けてはどうか。 

（答弁） 

 横断歩行者注意喚起灯が試験的に設置されている。スクールゾーンについては検証して

いく必要があると考えている。 



（意見５） 

 白山市はパートナーシップ制度を認めているが、まだ周知が足りない。特に子供たちに

対する教育が必要ではないか。 

 

（意見６） 

多くの外国人が地域に居住しているので、外国人の日本語教育や、住民の多文化共生に

対する理解を深めるために、教育や交流の場を設けてほしい。 

（答弁） 

若い世代は機会をつくってもあまり参加してくれないので、地元の力を借りて巻き込ん

でいってもらう必要がある。 

 

（その他意見） 

地域交流センター「よろーさ」や市内文化会館において飲食が可能とならないか。 

 

備  考 

 

 

 

 


